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研究成果の概要（和文）：本研究課題はフランス外務省文書館が所蔵するパヴィ調査団文書所収

文書など、フランスおよびイギリスの文書館に収蔵されている、メコン河流域地域の現地語文

書を新たに掘り起こすことを第一の目的とし、予想を上回る多様な文書を収集することができ

た。同時にそれら、今日識字者の限られた諸固有文字で書かれた文書の解読・解題作成作業を

進めながら、当該地域の歴史像の再検討に向けて、諸論考を著すとともに、データベースの構

築とその公開を目指している。

研究成果の概要（英文）：The primary aim of this project was to research hitherto neglected

documents in indigenous scripts of the Upper Mekong River Region, which had been kept

in French and British archives. A copious amount of manuscripts in various indigenous

scripts have been found through our researches. Competent project members have been

engaged in deciphering manuscripts in order to reappraise the regional history and also to

establish a database for further studies. The database is planned to be released on line

when completed.
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１．研究開始当初の背景
（１）今日の五つの近代国家、すなわち中国、
タイ、ビルマ（ミャンマー）、ラオス、カン
ボジアにまたがるメコン河流域地域の歴史
研究においては、史料の残存状況に制約され、
現地語在地文書への関心は年代記や家譜な
どに集中し、行政文書ないしは外交文書への
関心は希薄であった。その理由は第一に、当
該地域の植民地化以前に現地語を用いて作
成された行政文書が現地においては既に失
われ、今日確認することが困難なためである。

（２）上述の史料上の欠落を補う新たな史料
群を提供しうる可能性を有しているのがフ
ランス外務省文書館所蔵パヴィ調査団文書
など、フランスやイギリスの文書館に所蔵さ
れる外交文書等に含まれる現地語文書であ
る。これら英仏の文書館所蔵文書中の各種現
地語で書かれた在地文書に着目した研究は、
世界的にも前例がない。しかしたとえばフラ
ンス外務省文書館所蔵パヴィ調査団文書に
ついては、浩瀚な刊本が知られているが、編
集される以前の膨大な文書群が存在し、そこ
には刊本には登場しない現地語・固有文字で
書かれた外交文書等が豊富に収められてい
ることを、本科研代表者は 1998 年に行った
フランス外務省文書館の予備的調査により
確認した。これらの現地語文書は、メコン河
流域地域の歴史研究に寄与するところの大
きい重要な史料であり、調査の意義は大きい。

２．研究の目的
（１）フランスおよびイギリスの諸文書館に
おいて従来看過されていた現地語在地文書
を掘り起こし、メコン河流域地域が植民地化
される以前に在来の政治権力が発達させ、機
能させていた文書システムのあり方を研究
する。

（２）現地語在地文書の解読・分析を通じて、
メコン河流域地域の伝統政治権力の性格を
検討し、首長同士、さらにはより上級のシャ
ムをはじめベトナム・中国雲南等との間で展
開していた複雑な政治・帰属関係の全体構造
と実態を把握し、当該地域の歴史像を再検討
する。

３．研究の方法
（１）メコン河流域地域の各地では、今日の
国民国家の公用文字であるタイ文字・ラオ文
字・ビルマ文字・クメール文字・漢字のほか
に、タム文字・シャン文字・黒タイ文字・白
タイ文字などの諸固有文字が用いられてき
ている。今日識字者が限られている、それら
諸固有文字で書かれた現地語文書や漢文文
書などに精通した地域の専門家による研究
グループを組織して、調査を分担する。

（２）フランス外務省文書館、ケンブリッジ
大学図書館をはじめとするフランスとイギ
リスの文書館において、当該地域に関連した
所蔵文書（たとえばフランス外務省文書館所
蔵パヴィ調査団文書、ケンブリッジ大学図書
館所蔵スコット・コレクション）を閲覧して、
そこに含まれる現地語在地文書を集中的に
見いだし、デジタル・カメラやデジタル・ス
キャンによる画像データとして収集する。

（３）収集した文献を一定のフォーマットに
したがってデータベース化し、解題を作成し、
分析する作業を、各メンバーの専門によって
分担しながら進める。

４．研究成果
（１）本研究課題はフランス外務省文書館所
蔵パヴィ調査団文書に収容されている文書
をはじめとして、フランス・イギリスの文書
館に所蔵されながら、従来全く看過されてい
たメコン河流域地域の現地語文書を掘り起
こすことを第一の目的としたが、その結果、
予想を上回る多様かつ多量の文書を収集す
ることができた。これらの文書の「発見」は
当該地域の歴史研究の史料状況を一変させ
るほどの大きな意義を有する。

（２）今日識字者の限られた諸固有文字で書
かれた現地語文書の解読・解題作成作業を行
うことにより、当該地域の歴史像の再検討に
向けたデータベースを構築し、広く内外に提
供するという目標に関しては、作業の中途段
階にある。その理由はひとえに収集した文書
の量の多さにあり、データベースの完成まで
にはまだ相当の時日を要すると考えられる
が、データベースの公開に至れば、内外の学
界に裨益するところ大であろう。



（３）本研究課題の当初の予定期間終了にあ
たり、全メンバーが寄稿して一書を編んだ。
これは、メコン河流域地域の在地文書研究と
いう射程の長い研究課題の中間報告として
位置づけられるべきものである。その内容は
三部から構成される。第Ⅰ部は本科研期間中
に各メンバーがフランスとイギリスに出張
して、諸文書館（既出の他に、エクサンプロ
ヴァンスのフランス海外公文書館、フランス
外務省文書館ナント分館、フランス極東学院、
パリ伝道教会など）を訪れ、それぞれの専門
に応じて分担・調査した言語・文字によって
書かれた文書の所蔵状況についての概要報
告である。第Ⅱ部では、各メンバーが収集し
た文書を数点ずつ紹介しながら、それらの文
書の解読作業を通じて示唆される今後の歴
史研究の可能性について論じている。第Ⅲ部
は、収集した文書の一部のカタログである。
メコン河流域地域の在地文書の豊富さと多
彩さを概観できるように配慮しつつ、さまざ
まな文書の画像を提示しているが、収集した
文書の総量に比すれば、その数は僅かである。
この中間報告書については、改訂増補した論
文集の印刷・刊行を予定している。
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